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１．はじめに

従来の暗渠設計手法においては、難透水性の耕盤の存在が軽視されており、水田特有の

土層構造が十分考慮されていなかった。しかし、耕盤が存在することを前提とした場合、

吸水渠が排水効果を発揮するのは作土の一定の範囲に留まると考えられた。そこで、実験

装置による排水試験と、圃場に布設されたトレンチャー工法暗渠（吸水渠10m間隔、以下

従来型暗渠）とドレンレイヤー工法暗渠（吸水渠5m間隔、以下ドレンレイヤー暗渠）につ

いて吸水渠中間部の地下水位を観測し、吸水渠の効果が及ぶ範囲を検討した。

２．実験装置試験

暗渠排水施設を模した実験装置を

作成し、畑利用を想定した試験を行

った。実験装置を図1に示した。装置

は箱状で底部を不透水層の耕盤と想

定した。これに乾燥させた壌質土を

20cmの厚さに充填して作土層とし、5cm

湛水した状態から排水を開始して、作 図1 実験装置の概要

土層内の水位変化を圧力センサ式水

位計で観測した。

排水開始後30時間経過時の各地点

別水位を図2に示した。1回目の試験

では、吸水渠からの距離に応じた一

定の勾配で水位が低下した。2回目以

降は、吸水渠から2.5m離れた地点ま

で顕著に水位の低下が確認され、3.5m 図2 実験開始後30時間経過時の距離別水位

以上離れた各地点の水位はほぼ同じであった。この結果、水田の畑利用時における暗渠の

排水効果は、吸水渠から2.5mまでしか及ばないと推察された。

３．現地試験

千葉県市原市の海上地区（海成沖積・中粒強グライ土）の試験圃場に従来型暗渠とドレ

ンレイヤー暗渠を施工し、それぞれの吸水渠中流部の中間部に圧力センサ式水位計を図3

のように設置して地下水位を観測した。
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連続98mm降雨時の水位変動を図4

に示した。ピーク時の水位は、ド

レンレイヤー暗渠が従来型暗渠と

ほぼ同じかやや高い傾向を示した。

ピーク時以外の水位は、ドレンレ

イヤー暗渠が従来型暗渠より低い

水位を維持した。この結果、ドレ

ンレイヤー暗渠は従来型暗渠と同 図3 暗渠の吸水渠間隔と水位計の設置箇所

等以上の排水能力を有すると判断

された。

次に、吸水渠の間隔が小麦と大

豆の収量に及ぼす影響について、

転作1年目における従来型暗渠と

ドレンレイヤー暗渠で比較を行っ

た結果を図5に示した。降水量が

少ない時期に栽培される小麦では

従来型暗渠施工区とドレンレイヤ 図4 連続98mm降水時における地下水位変動

ー暗渠施工区で収量はほぼ同等で

あるが、降水量が多い時期に栽培

される大豆では、従来型暗渠施工

区と比べてドレンレイヤー暗渠施

工区の収量は同等もしくは増加す

る結果となった。

４．考察

実験装置による試験の結果、暗渠

の排水効果は吸水渠から2.5mの範囲 図5 転作1年目の小麦と大豆の収量

まで生じていることが明らかとなっ

た。また、現地試験の結果、吸水渠

間隔が広く排水効果が及ばない部分

のある圃場では、作物の収量が低下

することが明らかとなった。

これらの結果より図6に示すような

吸水渠の排水モデルを確認できた。

これまで過剰水の流入は、吸水渠 図6 吸水渠の排水モデル

から放射状に生じる排水効果によって、吸水管へ向かって直線的に流れ込むとされていた

が、実際は不透水層である耕盤上を流れて、透水係数の高い疎水材で構成される吸水渠に

流れ込み、そこから吸水管を伝わって排水されると考えられた。

したがって、暗渠の排水能力を高めるためには、吸水渠を深く埋設するより、吸水渠間

隔を密にすることで対応することが適切である。特に、水田で畑利用を行う際には、動水

勾配を考慮し、ドレンレイヤー工法を用いて吸水渠を5m間隔で布設することが望ましい。
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